
平成２５年度 

第 １ 回 大 滝 区 地 域 協 議 会 

 

日時： 平成２５年 ４月２６日（金） 

午後３時３０分～午後４時２０分 

会場： 大滝総合支所２階大会議室 

 

○ 出席者 

 ・ 地域協議会委員 

    １号委員：  志斉 哲雄  今井  良  元谷   隆    桂川 義治 

    ２号委員：  中川  学  梅津 和弘  石野 良一 

    ３号委員：  岩花 幸子  小室 哲子  阿戸 孝之  近藤 春夫・・・以上１１名 

    欠 席 者：  佐藤富貴子   

・ 市       武川支所長 仁木部長 松下部長 岩渕課長 坂元課長 鈴木課長 石課長 

 飯尾参事 三浦係長 

 ・ 記 者     北海道新聞社 

 ・ 傍聴者     なし 

 

１．開 会 

   地域自治区の設置に関する協議書（以下「協議書」）第９条第４項の規定により、会議成立の

旨、事務局から報告。 

 

２．会長あいさつ 

   今日は、議案１件協議２件ありますので、忌憚のない意見、協議をよろしくお願いいたします。 

 

３．署名人の選任 

   審議に先立ち、会議録署名人に小室委員、志斉委員を指名 

 

４．協議 

   ・議案第 1号 平成２５年度予算に係る大滝区振興基金充当事業の追加について 

    事務局より説明（別紙のとおり） 

 

○質疑応答 

 

委  員： 今までの中体連についてはどうだったのか。 

 

事 務 局： 大滝については今までどおりにしたいということである。 

      違いは、伊達から大滝間の交通費が出ているかいないかで、伊達市内の中学については 

全道大会のみが対象で、大滝は地区予選を含む日胆大会なども対象としている。 

      また伊達市内では３分の２を限度として補助しているが、大滝は予算の範囲内で実費を 

補助している。 



大滝中学校に関しては、区民皆で支えていこうということで基金を充当したい。 

 

委  員： 細かいことだが、事業種別がＤだが、これは生涯学習か。 

 

事 務 局： スポーツ・レクリェーションというのもあるが、合わないかと考えた。 

      レイクカウチンの派遣事業もＤであることからＤにしたが、今後新たな区分を設けること

もあり得ると考える。 

 

会  長： 他に質問ありませんか。なければ承認ということで異議ありませんか。 

 

委員全員：   <異議なし> 

 

会  長： 平成２５年度予算に係る大滝区振興基金充当事業の追加については、承認されました。 

 

 

   ・協議第１号 （仮称）伊達市学校給食センター整備事業について 

    事務局より説明（別紙のとおり） 

 

○質疑応答 

 

委  員： 伊達から大滝までの交通機関が途絶え、子供たちの給食が届かない場合はどうするのか。

また大滝では地元の物を使って給食を作っている。それを利用することで地域が潤ったり

しているのに、給食センターが統合されると、今雇用されている人たちの生活がどうなる

とか考えているのか。大滝では出来ないのか。 

 

教育部長： ＳＰＣによって大滝の方を雇用するという話にもなるかと思う。 

     地産地消については、伊達も大滝も同じだと考えている。大滝のみかというと現在でも大

滝のみの食材を使っているわけではない。 

 

委  員： そもそも根本的に考え方が違う。大滝を活性化しようという気があるのか。 

     なぜ、大滝から伊達まで行かなければならないような事ばかり考えるのか。 

 

教育部長： 大滝の給食センターはアレルギー食に対応ができない施設であり、統合した中で対応し

ていきたいと考えている。 

 

委  員： できないと言うのではなく、できない部分を補強するなりして対応できるように考えれ 

ば良いのでは。 

 

委  員： 現在の生徒数、今後の生徒数の推移等わかれば教えてほしい。 

  

学校教育係長： 現在大滝区の児童生徒数は約８０名。伊達市内は約３，０００名です。 



     今後の推移としては５年ごとですが、平成２７年約２，７００名、平成３２年約２，３０ 

０名、平成３７年約２，１００名、平成４２年約１，９００名、平成４７年約１，８００ 

名です。 

 

会  長： 他に質問ありませんか。 

 

委  員：  <なし> 

 

   ・協議第２号 火葬場の広域化に向けた対応と今後の基本的な方針について 

    事務局より説明（別紙のとおり） 

 

○質疑応答 

 

委  員： 場所についてですが、室蘭になると距離がありますが、霊柩車は高速道路を走れるので

すか。 

 

経済環境部長： 高速道路は走れます。また、大滝のお寺で葬儀を行った場合室蘭が火葬場だと１時間以 

上かかることになる。 

 

委  員： 札幌でも里塚とかだと１時間以上かかるから同じですね。 

 

委  員： お参りに来てくれる方や親族のことを考えると、大変かと思う。 

 

経済環境部長： 葬儀場から火葬場までの距離の問題だと思う。伊達の火葬場は直し直し、騙し騙し使用

している状況にあり、故障等の心配もある。 

 

委  員： 伊達市内にできないのか。 

 

経済環境部長： 今日はそのような意見を聞きに来た。 

 

委  員： 最大公約数の所に造るのが良いかとは思いますが、現実的に地域で葬儀が出来なくなっ 

ているのは確かで、本来であれば地域で送り出してあげるのが良いとは思うが、なかなか 

できなくなってきている。ただ、地域に住んでいる人の気持ちも汲んでほしいと思います 

ので、よろしくお願いします。 

 

会  長： 他に質問ありませんか。 

 

委  員：   <なし> 

 

５．その他 

 



事 務 局： 次回の地域協議会についてですが、６月の議会後に２回目を開催したいと考えています

ので、よろしくお願いします。 

 

○閉会 


